
 

１ 目的 

 

山口県内の鉱工業生産活動（生産・出荷・在庫）の動向を早期かつ総合的に把握し、 

景気変動分析の基礎資料を得る。 

 

 

２ 指数の種類 

 

現在、作成・公表している鉱工業指数の種類は次のとおり。 

 
 

 

３ 指数の基準時及びウェイトの算定年次 

 

指数の基準時及びウェイトの算定時期は、ともに令和2年（2020年）である。 

 

 

４ 分類 

 

  「日本標準産業分類（第13回改定）」（平成25年10月30日総務省告示第405号）に準拠

した業種分類と、品目の経済的用途に着目した特殊分類の２つの分類を設けている。 

 

（１）業種分類 

   基本的に日本標準産業分類の中分類に準拠しているが、次のとおり若干の組み替え 

  を行っている。 

  （以下『』は本指数の業種分類名、「」は日本標準産業分類の分類項目名） 

 

ア 『汎用・生産用・業務用機械工業』 

        ＝「はん用機械器具製造業」＋「生産用機械器具製造業」＋「業務用機

械器具製造業」 

イ 『電気機械・電子部品・デバイス工業』 

        ＝「電気機械器具製造業」＋「電子部品・デバイス・電子回路製造業」 

ウ 『食料品・たばこ工業』＝「食料品製造業」＋「飲料・たばこ・飼料製造業」 

エ 『鉱業』は日本標準産業分類では大分類（「鉱業,採石業,砂利採取業」）であ

るが、ウェイトが小さいので１つの業種分類とする。 

オ 「家具・装備品製造業」、「なめし革・同製品・毛皮製造業」、「情報通信機 

 械器具製造業」及び「その他の製造業」については『製造工業』全体で代表させ 

 ている。 

 



   基本的な業種分類は次のとおりである。 

   なお、『汎用・生産用・業務用機械工業』、『電気機械・電子部品・デバイス工業』、

『化学工業』は利用上の便宜から、さらに分類を設けている。 

 

 
 

 

（２）特殊分類 

   基本的な特殊分類は次のとおりである。 

 

 
 

 

 

 



 
 

５ 採用品目 

 

  主に「経済産業省生産動態統計調査」から選定し、これに他の資料による品目を加え

ている。 

なお、在庫指数については、受注製品等で製品在庫がないものや在庫の把握が困難な 

品目があるため、採用品目数が少なくなっている。 

各指数における採用品目数については資料１のとおり。 

 

（１）経済産業省所管外品目 

   「経済産業省生産動態統計調査」以外の資料の出所は次表のとおり。 

 
 

 

（２）長期生産物 

   製造期間が数か月以上にわたる長期生産物については、工事に着手してから完成ま 

  での作業の進ちょく量を生産の系列としており、その品目は次表のとおり。 

 

 

 
 

 

 

 



（３）金額単位採用品目 

   採用品目の測定単位は原則として数量であるが、品目によっては数量で測定するこ 

  とが困難なため、金額を測定単位として採用している。 

   これらの金額単位は、日本銀行が公表している「企業物価指数」を用いて価格変動

要因を除去（デフレート）している。 

   各指数における金額単位採用品目については資料２のとおり。 

 

 

６ ウェイト 

 

  ウェイトの算定に当たっては、「経済センサス-活動調査」を中心に、「経済産業省生 

 産動態統計調査」及び各種統計などを基礎資料として使用している。 

 

（１）業種別ウェイト 

  ア 製造工業 

  （ア）付加価値額ウェイトについては、「経済センサス-活動調査（製造業）産業編」 

    による付加価値額を基礎として算定した後、「経済センサス-活動調査（製造業） 

    品目編」を用いて品目別での調整を行っている。 

  （イ）出荷額ウェイト及び在庫額ウェイトについては、「経済センサス-活動調査（製

造業）品目編」による品目別の出荷額及び在庫額を用いて算定している。ただし 

    在庫額については、年末在庫額となっているため平均在庫額に調整している。 

  イ 鉱業 

    「経済センサス-活動調査（鉱業，採石業，砂利採取業）」を基礎として算定して 

いる。 

（２）品目別ウェイト 

   「経済センサス-活動調査」、「経済産業省生産動態統計調査」及び各種統計等によ

り単価・金額等を推計し、業種別ウェイトを採用品目の金額（付加価値額等）で比例

按分することで品目別のウェイトを算定している。 

 

 

７ 算式 

 

  個別指数を基準年の固定ウェイトで加重平均するラスパイレス算式で、次の算式で表 

 される。 

 

 
 

 

 

 

 



８ 季節調整 

 

  鉱工業指数の季節調整については、米国センサス局が開発したX-12-ARIMAにより行っ 

 ている。 

  季節調整済指数は、季節要因に加え、曜日・祝祭日・うるう年要因によっても調整さ

れ、以下のように算出される。（在庫指数については、季節要因のみ） 

 

     季節調整済指数＝原指数÷(季節指数×曜日・祝祭日・うるう年指数) 

 

  なお、令和８年１月以降の季節調整は、暫定季節調整方式を採用している。具体的に 

 は、令和７年の季節指数を適用している。これに対し、曜日・祝祭日指数は、暫定方式

を採らず、X-12-ARIMAで推計されたパラメータと令和８年１月以降のカレンダーから計

算して利用している。 

 

 

９ 接続指数 

 

  接続指数は、長期の時系列が利用できるように過去の基準指数を便宜的に最新の平成 

 27年基準指数に接続したものであり、過去の基準指数に接続係数を乗じて接続する。 

  旧基準指数の使用期間及び接続係数の算出方法は以下のとおり。 

 
 

 



 

  なお、原指数、季節調整済指数のいずれを接続する場合においても、接続係数の算出 

 には、季節調整済指数を用いている。 

 

 

１０ 公表 

 

（１）速報 

   「山口県鉱工業生産・出荷・在庫指数(速報)」として調査月の翌々月下旬頃、山口 

  県のホームページ（https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/22/15342.html）で

公表している。 

 

（２）年間補正・年報 

   速報のほかに、翌年になって、前年の数値について月別・品目別の数値を修正し、 

  この実績値をもとに原指数及び季節調整済指数を再計算する。これを年間補正といい、 

  ここで最終確定値となった指数をまとめた「山口県鉱工業指数年報」を調査年の翌年 

  ７月頃、山口県のホームページ（https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/22/153

47.html）で公表している。 

 

 
 



資料１

〈業種別〉
生産・出荷指数 在庫指数

鉱工業 217 154

製造工業 214 151

17 16

5 4

11 7

26 2

7 3

7 1

13 12

67 63

12 12

6 5

7 7

8 5

19 8

5 4

2 -

2 2

鉱業 3 3

〈財別〉
生産・出荷指数 在庫指数

鉱工業 230 167

最終需要財 83 42

投資財 54 27

資本財 28 6

建設財 26 21

消費財 29 15

耐久消費財 5 5

非耐久消費財 24 10

生産財 147 125

鉱工業用生産財 130 110

その他用生産財 17 15

電気機械・電子部品・デバイス工業

金属製品工業

汎用・生産用・業務用機械工業

食料品・たばこ工業

窯業・土石製品工業

輸送機械工業

パルプ・紙・紙加工品工業

化学工業

石油製品工業

プラスチック製品工業

採用品目数

《生産・出荷・在庫指数》

業種分類名

鉄鋼業

非鉄金属工業

(注)　１品目を２財に分割する品目があるので、業種別と財別の合計は一致しない。

財分類名

木材・木製品工業

繊維工業

印刷業

ゴム製品工業
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資料2

ウェイト デフレート 企業物価指数

品目名 単位 生産 出荷 在庫 の実施状況 品目名

油圧モータ

油圧シリンダ

直動システム 百万円    133.9    55.6 － ○ 玉軸受

産業用ロボット 百万円    26.3    19.3 － ○ ロボット

穀物処理機械

製パン・製菓機械

肉製品・水産製品製造機械

個装・内装機械 千円    36.1    39.8 － ○ 包装・荷造機械

外装・荷造機械 千円    2.2    2.5 － ○ 包装・荷造機械

超硬工具 千円    7.6    6.9 － ○ 超硬工具

半導体製造装置 百万円    202.2    151.3 － ○ 半導体製造装置（除フラットパネルディスプレイ製造装置）

フラットパネル・
ディスプレイ製造装置 千円    9.1    7.1 － ○

フラットパネル・
ディスプレイ製造装置

医療用機器

医療用品

配電盤

分電盤

監視制御装置

ワイヤーハーネス 千円    11.3    13.0    4.9 ○ ワイヤーハーネス

機関部品 千円    11.2    33.7 － ○ 自動車用内燃機関部品

駆動伝導・操縦装置部品 百万円    84.7    254.8 － ○ 駆動・伝導・操縦装置部品

シャシー・車体部品 百万円    78.9    237.2 － ○ シャシー・車体構成部品

医薬品 百万円   1 603.1    885.7 － ○ 医薬品

凍結乾燥食品 千円    10.6    12.2 － ○ その他の食料品

とっ版印刷（活版印刷） 千円    3.4    2.2 － ○ 凸版印刷物

平板印刷（オフセット印刷） 千円    45.8    35.9 － ○ 平板印刷物

  2 484.5   1 876.4    4.9 

○開閉制御装置 千円    21.3    16.4 －

○

金額単位採用品目及びデフレータ適用状況表

《生産・出荷・在庫指数》

鉱工業指数

ウェイト計

   27.8    22.6 － ○油圧機器 千円

医療用機械器具・
医療用品

百万円    167.0    74.0 －

○食料品加工機械 千円    2.0    6.2 －
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